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n2

1


 1 のとき n とすると、 

n2
  

したがって、すべての自然数 nについて 2na となるには 1  (証明終) 
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cos42cos22  より 2cos2  nan  1cos  n  

すべての自然数 nについて 1cos n であるから、 k を整数として  kn    

すなわち、 は の有理数倍ではない。これより、 1,
2

1
,0cos  である。 
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  のとき 1cos21  a が成り立つ。 

2

1
cos0   のとき 

2

1
cos0,0cos

2

1
   1cos22cos 2   であるから 

2

1
2cos1    

12cos
2

1
  であるから、 12cos22  a が成り立つ。 

 

したがって、 1ma となる自然数m が存在することが示された。(証明終) 


